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澤
田
雅
弘
元
理
事
長
に
は
、
今
大
会
で
は
記
念
講
演
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

要
旨
は
こ
の
会
報
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
通
り
で
、
講
演
録
を
来
秋
発
行
の
『
書
学
書
道

史
研
究
』
に
掲
載
予
定
で
す
。「
書
の
人
文
情
報
学
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
中
村
覚
氏
と
成
田
健
太
郎
氏
に
よ
る
共
同
研
究
、
な
ら
び
に
藤
森
大
雅
氏
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
す
る
成
果
と
課
題
を
軸
に
、
書
を
め
ぐ
る
人
文
情
報
学

の
可
能
性
に
つ
い
て
報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
究
発
表
は
９
件
。
意
見
交
換
も

活
発
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
道
学
科
と
書
道
研
究
所
を
設
置
す
る
大
東
文
化
大
学
で
は
、
各
種
の
書
道
関

連
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
展
示
す
る
一
室
を
設
け
、
２
日

間
の
会
期
中
、
大
会
参
加
者
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
宇
野
雪
村
、

西
林
昭
一
と
い
っ
た
諸
先
生
方
か
ら
の
寄
贈
品
を
は
じ
め
、
和
漢
古
今
に
わ
た
る
さ
ま
ざ

ま
な
書
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
２
０
２
０
年
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
し
た
第
30
回
大
会
以
来
と
な
る

懇
親
会
も
、
学
内
の
生
協
食
堂
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
70
名
を

超
え
、
４
年
ぶ
り
に
会
員
相
互
の
親
交
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
会
の
途
中
、 

福
田
哲
之
氏
か
ら
、
学
会
草
創
期
の
様
子
や
研
究
者
と
し
て
の
姿
勢
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
西
林
昭
一
先
生
や
杉
村
邦
彦
先
生
と
い
っ
た
学
会
を
牽
引
さ
れ
た
先
生

方
が
相
次
い
で
長
逝
さ
れ
、
否
応
な
く
世
代
交
代
の
進
む
時
代
に
、
常
に
原
点
を
見
つ
め

直
し
な
が
ら
歴
史
を
積
み
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
、
関
係
役
員
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
が
あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、 

菅
野
智
明
副
理
事
長
の
行
き
届
い
た
ご
配
慮
、
ご
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま

す
。
ま
た
、
準
備
段
階
か
ら
大
東
文
化
大
学
大
学
院
生
、
学
部
生
の
惜
し
み
な
い
協
力
が

あ
っ
た
こ
と
も
記
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
書
は
大
東
文
化
大
学
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
柱
で
す
。
34
回
大
会
を
こ
う
し
て
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
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第
34
回 

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

髙
橋
　
利
郎

　

前
回
、
大
東
文
化
大
学
を
会
場
に

第
22
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は

２
０
１
１
年
、
い
ま
だ
東
日
本
大
震
災

の
影
響
が
色
濃
い
こ
ろ
の
こ
と
で
し

た
。
あ
れ
か
ら
14
年
、
第
34
回
大
会
に

は
２
２
８
名
も
の
参
加
者
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
お
よ
そ
半

数
は
大
東
文
化
大
学
書
道
学
科
の
学
生

で
、
会
場
校
と
し
て
特
別
に
許
可
を
い

た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
書

を
支
え
る
学
生
た
ち
に
、
書
学
書
道
史

研
究
の
最
前
線
を
体
感
す
る
、
絶
好
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

22
回
大
会
で
会
場
責
任
者
を
務
め
た
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碑
帖
研
究
の
泰
斗 

翁
方
綱
（
１
７
３
３
～
１
８
１
８
）
の
虞
世
南
「
孔
子
廟
堂
碑
」
研

究
に
よ
っ
て
、
三
井
記
念
美
術
館
現
蔵
の
拓
が
唐
石
本
の
孤
拓
で
あ
る
こ
と
、
摹
刻
（
陝
西

本
旧
拓
）
を
用
い
た
補
填
が
あ
る
こ
と
、
唐
石
箇
所
中
に
描
摹
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
、

後
世
大
い
に
学
恩
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。

　

緻
密
さ
に
お
い
て
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
翁
方
綱
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
孔
子
廟
堂
碑

研
究
に
は
ほ
と
ん
ど
漏
れ
は
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
し
な
が
ら
も
、
一
度
は
検
証
し
て
お
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
数
年
前
に
稀
覯
の
『
孔
子
廟
堂
碑
考
』
全
頁
が
デ
ジ
タ
ル
版
で
見

ら
れ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
同
碑
に
関
す
る
翁
説
の
総
覧
を
作
成
し
、
次
い
で
同
碑
図
版
に

つ
い
て
逐
一
検
証
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、そ
れ
ら
の
中
か
ら
気
づ
い
た
以
下
の
４
つ
、

就
中
（
二
）（
三
）
を
中
心
に
お
話
し
ま
し
た
。

　

（
一
）
復
初
斎
文
稿
中
の
関
係
記
事

　

翁
の
主
な
唐
石
本
研
究
は
『
孔
子
廟
堂
碑
考
』『
孔
子
廟
堂
碑
存
字
』
と
唐
石
本
中
の
識
語

な
ど
で
す
が
、
翁
が
そ
の
研
究
に
精
力
を
傾
け
た
の
は
「
唐
石
本
を
目
睹
し
て
以
来
、
借
用

し
て
両
摹
刻
（
陝
西
本
・
城
武
本
）
と
三
旬
の
間
校
勘
し
た
」
と
述
べ
る
わ
ず
か
１
箇
月
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
翁
が
唐
拓
本
を
目
睹
し
た
の
は
嘉
慶
12
年
正
月
で
あ
る
と
み
ず
か
ら
随

所
に
記
し
て
い
ま
す
が
、
復
初
斎
文
稿
中
の
一
箇
所
に
だ
け
、
嘉
慶
11
年
12
月
と
書
き
残
し

て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
は
「
化
度
・
九
成
と
対
看
」
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
が
、
今
後
検
討
を
要
し
ま
す
。

　

（
二
）
翁
説
「
描
」
の
検
証

　

翁
が
「
描
」
と
説
く
当
該
字
の
一
々
に
つ
い
て
、
画
像
と
所
説
か
ら
「
描
」
の
内
容
を
検

証
し
ま
し
た
。
ま
た
翁
の
校
勘
記
述
に
見
え
る
全
て
の
「
墨
」
義
を
検
討
し
た
結
果
、
翁
の

「
翁
方
綱
『
孔
子
廟
堂
碑
考
』
の
検
証
と
補
遺
」
要
旨

澤
田
　
雅
弘

「
描
」
の
観
点
は
も
っ
ぱ
ら
胡
粉
類
に
よ
る
加
工
に

向
け
ら
れ
て
い
て
、
塗
墨
は
翁
の
「
描
」
の
観
点

に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
検
証
過
程
で
、
唐
石
本
に
対
す
る
翁
の

「
描
」
の
指
摘
に
遺
漏
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
城
武
本
・
陝
西
本
の
両
本
と
唐
石
本
と
の
校

勘
と
画
像
で
の
点
検
を
併
用
す
る
方
法
に
よ
り
、

唐
石
本
の
筆
画
に
顕
著
な
変
形
を
も
た
ら
し
た
と

思
わ
れ
る
描
摹
を
検
出
し
ま
す
と
、「
子
０
０
１
・ 

虞
０
０
３
・
微
０
０
８
・
王
０
２
１
・
更
０
２
４
・

固
０
２
８
・
状
０
３
０
・
用
０
９
２
・
測
０
９
２
・

君
０
９
４
（
数
字
は
剪
装
本
行
数
、
以
下
同
様
）」

な
ど
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
翁
が
な
ぜ
こ
れ
ら
に

及
ば
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
改
め
て
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

（
三
）
翁
説
「
攙
補
」
の
検
証
と
補
遺

　

翁
が
「
攙
補
（
移
補
）」
と
指
摘
す
る
「
文
０
１
５
・
１
５
３
」「
天
０
１
７
・
１
５
３
」 

「
洙
０
２
１
・
１
７
８
」「
窮
０
２
４
・
０
７
０
」「
體
０
７
０
・
１
５
５
」「
與
０
７
１
・
０
８
０
」

の
６
字
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
攙
補
」
に
も
遺
漏
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち 

「
風
１
６
５
・
１
７
２
」「
載
０
２
２
・
０
２
９
」「
明
０
２
３
・
１
８
０
」「
為
１
２
３
・
１
３
２
」

「
五
０
４
５
・
０
８
６
」「
観
０
１
６
・
１
４
４
」「
膺
０
１
６
・
０
２
７
」「
翦
０
１
４
・
０
８
５
」

の
８
字
が
そ
れ
で
、「
生
０
２
９
・
１
１
７
７
」
も
お
そ
ら
く
攙
補
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

（
四
）
唐
拓
本
中
の
陝
西
本
に
も
「
攙
補
」
が
あ
る
こ
と

　

「
攙
補
」
に
つ
い
て
の
翁
の
関
心
は
唐
石
本
に
だ
け
向
け
ら
れ
て
い
て
、
唐
石
本
中
の
陝

西
本
に
お
け
る
「
攙
補
」
に
は
言
及
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
検
証
の
結
果
、
唐
拓
本
中
の 

「
故
１
０
４
」
は
「
故
０
７
７
」
を
、「
能
１
０
４
」
は
「
能
０
５
２
」
を
、「
儒
２
０
８
」
は 

「
儒
２
０
１
」
を
そ
れ
ぞ
れ
攙
補
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
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本
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
標
記
を
テ
ー
マ
と
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
藤
森
大
雅
氏
、
成
田
健

太
郎
氏
、
中
村
覚
氏
と
い
う
会
員
三
名
を
迎
え
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
基
調
報
告
と
討
議
、
そ

し
て
フ
ロ
ア
ー
と
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
討
議
と
い
う
構
成
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
（
司
会
は
菅
野

が
担
当
）。
三
氏
の
基
調
報
告
の
概
要
は
、既
に
「
発
表
レ
ジ
ュ
メ
集
」（「
大
会
の
し
お
り
」
付
載
）

で
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
要
点
を
絞
っ
て
記
し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
藤
森
氏
の
「
書
道
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
公
開
の
あ
り
方
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
藤

森
氏
が
実
践
を
重
ね
て
き
た
大
東
文
化
大
学
所
蔵
の
各
種
書
道
関
係
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
化
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
に
伴
う
諸
課
題
や
方
向
性
に
関
す
る
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。
次
に
成
田
氏
の
「
碑
帖
拓
本

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
研
究
利
用
に
つ
い

て
」
で
は
、当
該
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
現
状
や
、

成
田
氏
の
関
連
す
る
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
と

と
も
に
、
原
資
料
所
有
者
、
書
学
書
道
史
研

究
者
、
人
文
情
報
学
研
究
者
と
い
う
三
者
の

視
点
か
ら
具
体
的
な
展
望
と
課
題
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
中
村
氏
の
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
・
人
文
情
報
学
に
関
す
る
技
術
紹
介
」

で
は
、
成
田
氏
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
公
開

さ
れ
て
い
る
法
帖
の
類
似
画
像
検
索
シ
ス
テ

ム
を
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
や
Ｔ
Ｅ
Ｉ
と
い
っ

た
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
関
す
る
国
際
的
な
規
格

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

第
34
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告　
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書
の
人
文
情
報
学

菅
野
　
智
明

　

以
上
の
基
調
報
告
に
続
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
三
者
間
で
の
討
議
、
そ
し
て
フ
ロ
ア
ー
と
パ
ネ

リ
ス
ト
と
の
討
議
に
移
り
ま
し
た
。
紙
幅
の
関
係
で
、
こ
こ
で
は
主
た
る
論
点
を
以
下
の
三
点

に
集
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
第
一
に
人
文
情
報
学
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
。
関
連
学
会
へ
の

参
加
体
験
や
、
初
学
者
の
学
び
方
な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

専
門
の
学
部
・
コ
ー
ス
を
有
す
る
大
学
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
一
方
で
勉
強
会
も
設
け
ら
れ
、
入

門
書
の
開
発
・
編
纂
も
進
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

第
二
に
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
。
基
調
報
告
で
は
法
帖
の
類
似
画
像
検
索
が
話
題
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
精
度
や
適
用
範
囲
を
中
心
に
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
精
度
の
向
上
に
関
し

て
は
、
正
解
と
す
べ
き
デ
ー
タ
を
予
め
与
え
て
学
習
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
学
習
に
は
書

の
専
門
家
の
介
在
も
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
法
帖
か
ら
肉
筆
（
拓
本
と
は
白
黒
反
転
）

の
臨
書
（
書
風
の
隔
た
り
）
に
対
象
を
拡
大
す
る
場
合
、
そ
れ
に
応
じ
た
試
行
錯
誤
が
新
た
に

求
め
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

第
三
は
、
上
記
と
も
関
わ
る
書
学
と
人
文
情
報
学
と
の
協
働
の
問
題
で
す
。
各
種
資
料
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
向
け
た
参
画
の
あ
り
方
や
、
デ
ー
タ
を
め
ぐ
る
帰
属
性
や
権
限
と

い
っ
た
点
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
上
記
の
よ
う
な
人
（
専
門
家
）
の
判
断
が
求
め

ら
れ
る
部
分
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
組
織
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
原

資
料
の
所
有
者
・
管
理
機
関
を
尊
重
す
べ
く
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
と
い
っ
た
国
際
規
格
へ
の
準
拠
や
、

画
像
へ
の
Ｉ
Ｄ
の
付
与
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
は
原
資
料
の
種
類
（
拓
本
、
古
筆
、
印
譜
等
）
や
分
量
に
応
じ
た

公
開
の
あ
り
方
、
公
開
の
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
連
結
の
可
能
性
、
利
用
者
登
録
の
必
要
性
等
に

つ
い
て
、
質
問
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
が
、
時
間
の
関
係
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
私
た
ち
書
学
書
道
史
の
研
究
に
携
わ
る

者
が
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
の
公
開
（
利
用
の
み
な
ら
ず
）
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形

で
携
わ
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
そ
の
端
緒
が
幾
つ
も
示
さ
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
各
位
（
各
組
織
）
の

積
極
的
な
関
与
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
、
今
日
か
ら
の
進
展
を
確
認
し
称
え
合
う

機
会
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

（
企
画
局
長
）



会　　　　報 （4）　　　　　　　　　　　　　　　　　No.48 ／ 2025.1.15

令
和
６
年
度
総
会
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

事 

務 

局

　
本
年
度
の
総
会
は
、
令
和
６
年
10
月
26
日
（
土
）、
大
東
文
化
大
学
板
橋
校
舎
中

央
棟
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
菅
野
智
明
企
画
局

長
の
進
行
の
も
と
大
会
の
開
会
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
河
内
利
治
理
事
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
行
し
ま
し
た
。
最
初
に
、
河
内
理
事
長
よ
り

名
誉
会
員
・
池
田
温
氏
、
杉
村
邦
彦
氏
の
ご
逝
去
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
審
議
に
お
い
て
は
、橋
本
貴
朗
会
員
を
議
長
と
し
て
進
め
ら
れ
、

い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
審
議
事
項

（
１
）
令
和
５
年
度
会
計
決
算
報
告
、
事
業
・
活
動
報
告
、
会
計
監
査
報
告
に
つ
い

て 

（
増
田
知
之
会
計
局
長
、
尾
川
明
穂
事
務
局
長
、
丸
山
猶
計
監
事
）

（
２
）
令
和
６
年
度
予
算
案
、
事
業
・
活
動
計
画
案
に
つ
い
て

（
増
田
知
之
会
計
局
長
、
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

（
３
）
会
則
改
正
に
つ
い
て 

（
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

（
４
）
選
挙
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て 

（
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

◆
報
告
事
項

（
１
）
各
局
報
告

　

①
企
画
局 

（
菅
野
智
明
企
画
局
長
）

　

②
渉
外
局 

（
富
田　

淳
渉
外
局
長
）

　

③
振
興
局 

（
成
田
健
太
郎
振
興
局
長
）

　

④
編
集
局 

（
萱
の
り
子
編
集
局
長
）

　

⑤
広
報
局 

（
髙
橋
利
郎
広
報
局
長
）

　

⑥
会
計
局 

（
増
田
知
之
会
計
局
長
）

　

⑦
事
務
局 

（
尾
川
明
穂
事
務
局
長
）

＊
総
会
で
配
付
し
た
書
類
の
う
ち
、〈
資
料
１
〉「
令
和
５
年
度
会
計
決
算
報
告
書
」、

〈
資
料
４
〉「
令
和
６
年
度
予
算
案
」（
い
ず
れ
も
備
考
欄
を
除
く
）
を
本
ペ
ー
ジ

に
掲
げ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
員

　

小
川
卓
治

　

木
村
佳
史
（
広
島
市
立
広
島
商
業
高
等
学
校
）

◆
学
生
会
員

　

小
掠
雄
大
（
皇
學
館
大
学
大
学
院
）

　

郭
家
馨
（
奈
良
教
育
大
学
大
学
院
）

 

※
令
和
６
年
４
月
～
12
月
に
申
請
さ
れ
た
方

項 目 決 算 額

収

入

の

部

個人会員会費 2,436,000

団体賛助会費 285,200

大会参加費 152,000

その他の収入 16,004

本年度収入　合計 2,889,204

前年度繰越金 8,211,298

前年度未払金 △ 2,008,446

収入合計 9,092,056

支

出

の

部

編集局経費 646,127

「学会展望」準備費 100,000

渉外局経費 66,000

企画局経費 44,000

大会運営費（企画局） 22,866

例会運営費（企画局） 0

講師謝金費（企画局） 100,000

振興局経費 0

会報編集費（広報局） 46,761

ホームページ委託費（広報局） 220,000

会議費 39,323

選挙管理委員会費 192,860

名簿作成発行費 123,970

通信費 254,637

事務消耗品費 40,505

事務委託費 791,780

会計顧問料 55,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

日本書道文化協会 30,000

予備費 0

本年度経費　合計 2,775,829

次年度繰越金 8,187,928

本年度未払金 △ 1,871,701

支出合計 9,092,056

項 目 予 算 額

収

入

の

部

個人会員会費 2,550,000

団体賛助会費 400,000

大会参加費 150,000

その他の収入 0

本年度収入　合計 3,100,000

前年度繰越金 6,316,227

収入合計 9,416,227

支

出

の

部

編集局経費 700,000

「学会展望」準備費 100,000

渉外局経費 80,000

企画局経費 50,000

大会運営費（企画局） 300,000

例会運営費（企画局） 50,000

講師謝金費（企画局） 150,000

振興局経費 630,000

会報編集費（広報局） 60,000

ホームページ委託費（広報局） 220,000

会議費 30,000

選挙管理委員会費 0

名簿作成発行費 0

通信費 200,000

事務消耗品 50,000

事務委託費 800,000

会計顧問料 55,000

東洋学・アジア研究連絡協議会 2,000

日本書道文化協会 30,000

予備費 5,909,227

本年度経費　合計 3,507,000

次年度繰越金 0

支出合計 9,416,227

令和 5年度会計決算報告書

（2023 年 4 月 1 日～ 2024 年 3 月 31 日）

令和 6年度予算案

（2024 年 4 月 1 日～ 2025 年 3 月 31 日）

新
入
会
員
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

事 

務 

局
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◆
企
画
局

次
年
度
の
大
会
・
例
会
に
つ
い
て

　

次
年
度
の
例
会
は
、
上
掲
の
「
研
究
発
表
者
募
集
要
項
」
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
大
会
は
10
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）
に

奈
良
市
の
奈
良
教
育
大
学
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
の
会
報
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

 

（
局
長　

菅
野
智
明
）

◆
渉
外
局

学
会
誌
33
号
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
登
載

　

３
月
31
日
に
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
33
号
（
２
０
２
３
年

10
月
31
日
刊
行
）
を
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

運
営
の
Ｊ-

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
に
登
載
し
ま
し
た
。

論
文
５
件
の
ほ
か
、
特
集 

西
林
昭
一
先
生
の
ご
功
労
、
講
演
録
、
学

界
展
望
、
書
評
、
新
刊
紹
介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
・
学
術
会
議
・
展
覧
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

奈
良
国
立
博
物
館
「
空
海
─
密
教
の
ル
ー
ツ
と
マ
ン
ダ
ラ
世
界
─
」、

第
68
回
国
際
東
方
学
者
会
議
、
大
阪
中
之
島
美
術
館
「
醍
醐
寺 

国

宝
展
」、
東
京
国
立
博
物
館
「
神
護
寺
─
空
海
と
真
言
密
教
の
は
じ
ま

り
」、
日
本
学
術
会
議
事
務
局
「
学
術
論
文
等
の
即
時
Ｏ
Ａ
の
実
現
に

向
け
た
基
本
方
針
」
説
明
会
、春
日
井
市
道
風
記
念
館
「
岡
寺
版
集
帖
」

な
ど
の
情
報
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。

ご
逝
去
の
お
知
ら
せ

　

４
月
16
日
に
傅
申
先
生
（
享
年
88
）、
６
月
９
日
に
劉
江
先
生
（
享

年
99
）、
８
月
31
日
に
何
傳
馨
先
生
（
享
年
73
）
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
先
生
方
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

（
局
長　

富
田　

淳
）

◆
振
興
局

研
究
促
進
助
成
金
制
度
に
つ
い
て　

　

２
０
２
４
年
度
の
募
集
に
お
い
て
、
研
究
計
画
書
の
申
請
が
４
件

あ
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
左
記
の
２
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
も
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

研
究
代
表
者
：
峯
岸
佳
葉

　
　

研
究
課
題
名
：
松
下
烏
石
の
中
国
書
法
の
受
容
の
変
遷
に
つ
い
て

　

次
年
度
の
例
会
は
、左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
各
位
に
は
、日
頃
の
研
究
成
果
を
意
欲
的
か
つ
積
極
的
に
発
表
い
た
だ
き
た
く
、奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
次
年
度
の
例
会
も
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
を
併
催
す
る
予
定
で
す
。

記

①  

開
催
日
／
方
法
…
２
０
２
５
年
７
月
13
日
（
日
）
午
後
／
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
と
し
ま
す
。
そ
れ
に
応
じ
た
Ｉ
Ｔ
機
器
を
扱
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

②
発
表
者
数
／
時
間
…
３
名
程
度
／
各
30
～
45
分
（
発
表
20
～
30
分
、
質
疑
応
答
10
～
15
分
）

　

 

昨
年
度
と
同
様
に
、
必
要
に
応
じ
大
会
で
の
研
究
発
表
よ
り
も
発
表
時
間
や
質
疑
応
答
の
時
間
を
長
め
に
確
保
し
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
て
い
ま
す
。
発
表
時
間
は
右
記
の
範
囲
で
希
望
者
各
位
と
個
別
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③ 

申
込
方
法
…
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
左
記
事
務
局
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
件
名
に
は
必
ず
「
書
学
書
道
史
学
会
例
会
発
表
申
込
（
※
発
表
希
望
者

氏
名
を
付
す
）」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
本
文
の
冒
頭
に
「
所
属
・
氏
名
・
連
絡
先
」
を
記
し
た
の
ち
に
、
発
表
内
容
の
題
目
お
よ
び
発

表
内
容
の
要
旨
を
レ
ジ
ュ
メ
（
８
０
０
字
程
度
）
に
ま
と
め
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

④  

レ
ジ
ュ
メ
…
原
則
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
（
テ
キ
ス
ト
形
式
、Word

フ
ァ
イ
ル
形
式
の
い
ず
れ
か
）
で
作
成
し
、
申
込
時
の
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
フ
ァ
イ

ル
を
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
申
込
締
切
…
２
月
28
日
（
金
）
必
着

⑥ 

発
表
者
の
決
定
と
連
絡
…
３
月
下
旬
開
催
予
定
の
常
任
理
事
会
に
て
協
議
・
決
定
し
、
採
否
の
結
果
は
個
別
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

⑦ 

レ
ジ
ュ
メ
集
の
公
開
…
５
月
発
行
予
定
の
『
会
報
』
49
号
に
て
公
開
し
ま
す
。
こ
の
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
出
い
た
し
ま
す
。

※
注
記

・ 

例
会
の
発
表
者
に
つ
い
て
は
、
学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
35
号
へ
の
投
稿
申
込
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
学
会

誌
へ
の
投
稿
申
込
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・ 

学
会
誌
へ
の
論
文
投
稿
締
切
は
、
２
０
２
６
年
３
月
31
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
投
稿
後
、
原
稿
掲
載
の
採
否
は
論
文
査
読
委
員
会
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

　
　
　

〒
１
０
０
―
０
０
０
３ 

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
―
１
―
１ 

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
７
Ｆ 

（
株
）
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
６
２
６
７
―
４
５
５
０ 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
―
６
２
６
７
―
４
５
５
５

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：maf-syogaku@mynavi.jp

＊
な
お
、
事
務
局
（
㈱
毎
日
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
）
へ
の
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
に
伴
い
、

後
日
の
ご
連
絡
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年
度 

書
学
書
道
史
学
会
例
会 

研
究
発
表
者
募
集
要
項　
　
　
　
　
　
　
　

企 

画 

局

各
局
報
告
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研
究
代
表
者
：
浅
野
泰
之

　
　

研
究
課
題
名
：
斉
白
石
と
日
本
人
士
と
の
交
流
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
１
９
２
０
か
ら
１
９
４
５
年
を
中
心
に
―

　

２
０
２
２
年
度
採
択
者

（仲
村
康
太
郎
会
員
）
の
終
了
報
告
書
に
相

当
す
る

「経
費
執
行
報
告
書

（含
む
領
収
書
）」
を
受
領
し
、
適
正
に

経
費
を
執
行
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
度
採
択
者

は
い
な
か
っ
た
た
め
、
「中
間
報
告
書
」
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
生
会
員
研
究
発
表
旅
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

２
０
２
４
年
度
よ
り
、
本
学
会
の
大
会
等
に
対
面
参
加
し
て
研
究

発
表
を
行
う
学
生
会
員
に
対
し
て
必
要
な
旅
費
を
補
助
す
る
制
度
の

運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
詳
細
は
本
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
照
の
う
え
該
当
す
る
学
生
会
員
の
方
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

（
局
長　

成
田
健
太
郎
）

◆
編
集
局

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
34
号
の
刊
行
に
つ
い
て

　

２
０
２
４
年
10
月
31
日
付
け
で
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
34
号
を

刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
論
文
５
編
、特
集「
杉
村
邦
彦
先
生
の
ご
功
労
」、

春
日
井
大
会
お
よ
び
例
会
記
念
講
演
録
、「
展
望
論
文
」、「
書
評
」「
新

刊
紹
介
」
を
収
録
し
て
お
り
ま
す
。
ご
執
筆
な
ら
び
に
論
文
査
読
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
35
号
編
集
に
向
け
て

・
投
稿
申
し
込
み
は
、
２
０
２
４
年
12
月
31
日
で
締
め
切
り
（
要
概
要

送
付
）
ま
し
た
。

・「
書
評
」
も
し
く
は
「
新
刊
紹
介
」
…
本
誌
で
取
り
上
げ
る
べ
き
書

籍
の
推
薦
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
複
数
の
著
作
候
補
が

届
い
た
場
合
に
は
、
編
集
局
で
対
象
本
を
検
討
し
て
決
定
い
た
し

ま
す
。

「
投
稿
規
定
」「
執
筆
要
領
」
改
定
の
お
知
ら
せ

　

『
書
学
書
道
史
研
究
』「
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
」
が
一
部
改
定
さ
れ
、

第
34
号
よ
り
新
し
い
規
定
に
基
づ
い
て
編
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
論
文
」「
研
究
ノ
ー
ト
」
を
は
じ
め
と
す
る
原
稿
の
性
格
、
投
稿
前

の
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
、
従
来
と
異
な
る
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
最
新
版
「
投
稿
規
定
・
執
筆
要
領
」
お
よ

び
「
別
紙
様
式
」
に
基
づ
き
様
式
に
沿
っ
て
原
稿
を
ご
作
成
の
う
え
、

締
切
期
日
必
着
で
の
ご
送
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
局
長　

萱
の
り
子
）

◆
事
務
局

会
則
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
６
年
度
総
会
に
お
い
て
、
会
則
の

一
部
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
種
別
の
明
確
化
や
、
本
部
付

き
幹
事
と
大
会
幹
事
の
統
合
、
参
事
・
諮
問
委
員
の
廃
止
、
賛
助
会

員
の
特
典
見
直
し
に
伴
う
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
改
正
は
第
19
期

役
員
会
が
発
足
す
る
令
和
８
年
４
月
１
日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
本
学
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

　

同
じ
く
本
年
度
総
会
に
お
い
て
、
選
挙
管
理
規
程
の
一
部
改
正
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
・
監
事
に
重
複
当
選
し
た
場
合
に
理
事
を

優
先
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
賛
助
会
員
に
選
挙
権
を
付
与
す
る
も
の

で
す
。
即
時
改
正
と
し
、
来
年
度
実
施
予
定
の
第
19
期
役
員
選
挙
よ

り
適
用
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
学
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

修
了
な
ど
に
よ
り
学
籍
を
離
れ
る
予
定
の
方
へ

　

本
学
会
で
は
、学
生
会
員
の
「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

「
会
員
変
更
申
込
書
」
の
提
出
に
よ
り
一
般
会
員
資
格
の
付
与
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
春
に
学
籍
を
離
れ
る
場
合
は
、
必
ず
ご
提
出

く
だ
さ
い
。「
会
員
変
更
申
込
書
」
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
な
お
、申
込
書
下
部
の「
紹
介
会
員
氏
名
」「
役

員
推
薦
氏
名
」「
理
事
会
承
認
」
各
欄
の
記
入
は
不
要
で
す
。
書
類
送

付
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
本
会
報
５
面
の
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
願

い
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
事
業
・
活
動
報
告

４
月
９
日 

第
１
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

４
月
23
日 

第
１
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）　

５
月
15
日 

第
45
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日 

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
受
付
（
～
７
日
）

６
月
30
日 

第
33
回
大
会
発
表
申
込
締
切

７
月
６
日 

令
和
４
年
度
決
算
会
計
監
査

７
月
９
日 

第
２
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

２
０
２
３
年
度
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
）

８
月
20
日 

第
２
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

９
月
15
日 

《
大
会
の
し
お
り
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10
月
28
日 

第
３
回
理
事
会
（
定
例
）（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

 

令
和
５
年
度
総
会
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

 

第
33
回
大
会
１
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
29
日 

第
33
回
大
会
２
日
目
（
於
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
春
日
井
）

10
月
31
日 

第
33
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

12
月
22
日　

 

第
４
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

12
月
31
日 

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
15
日 

第
46
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

２
月
１
日 

第
17
期
名
簿
・
第
18
期
役
員
選
挙
投
票
通
知
発
送  

２
月
28
日 

第
18
期
役
員
選
挙
投
票
締
切

２
月
29
日 

２
０
２
４
年
度
例
会
発
表
申
込
締
切

３
月
３
日 

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
懇
談
会  

３
月
17
日 

第
17
期
・
第
18
期
新
旧
役
員
合
同
理
事
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

３
月
31
日 

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

令
和
６
年
度
事
業
・
活
動
計
画

４
月
21
日 

第
１
回
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

５
月
15
日 

第
47
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送

６
月
１
日 

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
申
請
受
付
（
～
７
日
）

６
月
20
日 

令
和
５
年
度
決
算
会
計
監
査

６
月
30
日 

第
34
回
大
会
発
表
申
込
締
切

７
月
7
日 

第
１
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

 

２
０
２
４
年
度
例
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
配
信
）

８
月
20
日 

第
２
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

９
月
13
日 

《
大
会
の
し
お
り
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

10
月
26
日 

第
３
回
理
事
会
（
定
例
）（
於
大
東
文
化
大
学
） 

令
和
６
年
度
総
会
（
於
大
東
文
化
大
学
） 

第
34
回
大
会
１
日
目
（
於
大
東
文
化
大
学
）

10
月
27
日 

第
34
回
大
会
２
日
目
（
於
大
東
文
化
大
学
）

10
月
31
日 

第
34
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

12
月
20
日 

第
４
回
理
事
会
（
メ
ー
ル
会
議
）

12
月
31
日 

第
35
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
込
締
切

１
月
15
日 

第
48
号
《
会
報
》
発
行
及
び
発
送（

以
上
は
執
行
済
み
）

２
月
28
日 

２
０
２
５
年
度
例
会
発
表
申
込
締
切

３
月
23
日 

第
２
回
常
任
理
事
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）

３
月
31
日 

第
35
号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

 

（
局
長　

尾
川
明
穂
）
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令
和
６
年
度
本
学
会
関
係
者
科
学
研
究
費
採
択
一
覧　
　
　
　
　
　

  　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

広 

報 

局

• 
基
盤
研
究
（
Ｓ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国

際
交
易
都
市
ス
イ
ヤ
ブ
の
成
立
と
変
遷
―
農
耕
都
市
空
間
と

遊
牧
民
世
界
の
共
存
―　

福
井
淳
哉
（
帝
京
大
学
）
※
代
表
： 

山
内
和
也
（
帝
京
大
学
）30,810

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｓ
）
新
規　

史
料
デ
ー
タ
セ
ン
シ
ン
グ
に
基
づ

く
日
本
列
島
記
憶
継
承
モ
デ
ル
の
確
立　

中
村
覚
（
東
京
大

学
）
※
代
表
：
山
田
太
造
（
東
京
大
学
）31,330

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

「
奈
良
朝
勅
定
一
切
経
」

の
総
合
的
研
究
―
漢
文
仏
教
テ
ク
ス
ト
の
資
料
的
基
盤
の
再

構
築
に
向
け
て　

赤
尾
栄
慶
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）

※
代
表
：
落
合
俊
典
（
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
）7,150

千

円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

コ
ン
テ
キ
ス
ト
に

応
じ
た
人
文
科
学
デ
ー
タ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
に
関
す
る
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
山
家
浩
樹
（
東
京
大
学
）

6,630

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

漢
文
大
蔵
経
の
文

献
学
的
研
究
基
盤
の
構
築
：
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
底
本
・

校
本
Ｄ
Ｂ
の
活
用
と
拡
充　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

會
谷
佳
光
（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
）8,970

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

断
片
的
史
料
情
報

の
集
積
と
歴
史
知
識
情
報
の
相
互
参
照
体
制
の
確
立
に
よ
る

新
た
な
史
料
学
構
築
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

西
田
友
広
（
東
京
大
学
）4,680

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

荘
園
絵
図
調
査
・

解
析
方
法
に
関
す
る
総
括
的
研
究
と
汎
用
的
な
歴
史
地
理

情
報
へ
の
応
用
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

井
上
聡
（
東
京
大
学
）11,440

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

大
型
絵
図
類
の
デ
ー

タ
構
造
化
と
関
連
史
料
の
連
携
に
よ
る
南
西
諸
島
「
海
上
の

道
」
の
復
元
的
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
黒

嶋
敏
（
東
京
大
学
）11,440

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ａ
）
新
規　

作
品
誌
の
観
点
に
よ
る
半
島

由
来
仏
教
文
物
の
包
括
的
研
究
―
彫
刻
・
絵
画
・
写
経

を
中
心
に
―　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

井
手
誠
之
輔
（
九
州
大
学
）8,970

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
２
～
）　

中
国
書
画
に
お
け

る
題
跋
等
の
付
属
資
料
に
関
す
る
総
合
的
研
究　

代
表
： 

富
田
淳
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
九
州
国
立
博
物

館
）　

分
担
：
六
人
部
克
典
（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財

機
構
東
京
国
立
博
物
館
）、
鍋
島
稲
子
（
独
立
行
政
法
人
国

立
文
化
財
機
構
東
京
国
立
博
物
館
）2,860

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

「
水
墨
画
」
と
「
彩

色
画
」
―
１
９
４
５
年
以
降
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
絵
画
表

現
に
関
す
る
調
査
研
究　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

荒
井
経
（
東
京
芸
術
大
学
）3,770

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

デ
ジ
タ
ル
文
学
地

図
の
構
築
と
日
本
古
典
文
学
研
究
・
古
典
教
育
へ
の
展
開 

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
飯
倉
洋
一
（
大
阪
大
学
）

2,600

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

日
本
近
世
史
料

学
の
再
構
築
―
基
幹
史
料
集
の
多
角
的
利
用
環
境
形
成
と

社
会
連
携
を
通
じ
て　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

杉
本
史
子（
山
田
史
子
）（
公
益
財
団
法
人
東
洋
文
庫
）5,070

千

円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

戦
前
・
戦
中
の
報

道
写
真
を
用
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
デ
ザ
イ
ン　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
： 

渡
邉
英
徳
（
東
京
大
学
）3,380

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

前
近
代
日
本
の
「
万

国
人
物
図
」
群
が
示
す
人
種
観
と
世
界
観
に
関
す
る
総
合

人
文
学
的
研
究　

成
田
健
太
郎
（
京
都
大
学
）
※
代
表
： 

杉
浦
和
子
（
京
都
大
学
）5,330

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

近
世
日
本
の
学
知
と

家
伝
史
料
：
荻
生
家
旧
蔵
史
料
と
水
戸
徳
川
家
旧
蔵
史
料
を

中
心
に　

金
子
馨
（
公
益
財
団
法
人
出
光
美
術
館
）
※
代
表
： 

高
山
大
毅
（
東
京
大
学
）2,990

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

文
化
史
資
料
と
し

て
の
抄
物
の
研
究　

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）
※
代
表
：

蔦
清
行
（
北
海
道
大
学
）2,990
千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

人
文
学
の
研
究
方

法
論
に
基
づ
く
日
本
の
歴
史
的
テ
キ
ス
ト
の
た
め
の
デ
ー
タ

構
造
化
手
法
の
開
発　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
永

崎
研
宣
（
一
般
財
団
法
人
人
文
情
報
学
研
究
所
）5,850

千

円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

「
探
究
的
な
学
習
」

の
指
導
が
で
き
る
小
中
学
校
教
員
の
養
成
方
法
の
開
発
と
効

果
検
証　

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
学
）
※
代
表
：
小
山
義
徳
（
千

葉
大
学
）2,600

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規　

中
国
近
世
に
お
け
る
考
証
学
の
発

展
に
関
す
る
基
礎
的
研
究　

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）
※

代
表
：
水
上
雅
晴
（
中
央
大
学
）3,380

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

在
日
コ
リ
ア
ン
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
・
超
高
齢
者
コ
ホ
ー
ト
に
よ
る
被
差
別
経

験
と
健
康
影
響
の
解
明　

金
貴
粉
（
津
田
塾
大
学
）
※
代
表
：

文
鐘
聲
（
畿
央
大
学
）390

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
書
教
育
に
関
わ
る
教
員
養
成
学
構
築
の
た
め
の
比
較
研
究　

 

草
津
祐
介
（
東
京
学
芸
大
学
）
※
代
表
：
加
藤
泰
弘
（
東
京

学
芸
大
学
）390

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
３
～
）　

比
較
書
字
教
育
研

究
に
基
づ
く
左
利
き
者
に
有
効
な
書
写
学
習
モ
デ
ル
の
開
発　

 

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）520

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

日
本
・
ア
ジ
ア
美

術
史
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
構
築
と
公

開　

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
塚
本
麿
充
（
東
京

大
学
）1,430

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

教
科
通
底
的
な
力

を
養
う
書
写
書
道
教
育
の
実
践
的
研
究
―
教
員
の
「
学
び
観
」

形
成
を
軸
に
し
て　

萱
の
り
子
（
奈
良
教
育
大
学
）390

千

円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

小
学
校
入
学
時
の

書
字
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発　

齋
木
久
美
（
茨
城
大
学
）1,300

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

清
代
の
書
論
に
お

け
る
図
譜
の
展
開
の
基
礎
的
研
究　

髙
橋
佑
太
（
筑
波
大
学
）

780

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）
小
学
校
国
語
科
書
写

に
お
け
る
硬
筆
・
毛
筆
動
画
教
材
お
よ
び
授
業
モ
デ
ル
解
説

動
画
の
作
成　

樋
口
咲
子
（
千
葉
大
学
）1,300

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
４
～
）　

江
戸
期
に
お
け
る

右
字
系
筆
順
と
左
字
系
筆
順
の
書
き
分
け
の
合
理
性
に
関
す

る
研
究　

松
本
仁
志
（
広
島
大
学
）520

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

仮
名
資
料
の
表
記

の
実
態
と
故
実
書
と
の
相
関
性
の
分
析
に
基
づ
く
表
記
意
識

の
通
時
的
研
究　

家
入
博
徳
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
）1,040

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

黒
川
家
旧
蔵
資
料

の
調
査
研
究
―
江
戸
か
ら
明
治
期
の
〈
知
〉
の
流
通
と
古
典

学
の
学
術
体
系
の
解
明
―　

家
入
博
徳
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
）
※
代
表
：
江
草
弥
由
起
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清

心
女
子
大
学
）1,300

千
円

• 
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

上
古
中
国
語
ア
ス

ペ
ク
ト
研
究
―
有
標
形
式
と
無
標
形
式
が
表
現
す
る
文
法
的

意
味　

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）910

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

近
代
日
本
の
炭
鉱
・

監
獄
・
遊
郭
・
ハ
ン
セ
ン
病
施
設
で
の
労
働
の
イ
ン
タ
ー
セ

ク
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
研
究　

金
貴
粉
（
津
田
塾
大
学
）
※
代
表
：

徐
阿
貴
（
福
岡
女
子
大
学
）1,560

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

草
仮
名
中
字
古
筆

お
よ
び
草
書
を
用
い
た
大
学
に
お
け
る
大
字
仮
名
作
品
制
作

指
導
の
研
究　

久
保
田
陽
子
（
岩
手
大
学
）130

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
手
書
き
メ
モ
取
り
過
程
と
話
の
理
解
に
関

す
る
実
証
的
検
討　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）650

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

「
な
ぜ
、
理
解
で
き

な
い
の
か
」
―
つ
ま
ず
き
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
実
証
的
研

究
―　

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）
※
代
表
：
劉
卿
美
（
長
崎

大
学
）2,340

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

『
三
国
志
演
義
』
簡

本
系
版
本
の
成
立
と
分
化
の
過
程　

中
川
諭
（
立
正
大
学
）

1,300

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
令
和
５
～
）　

近
世
に
お
け
る
入

木
道
の
受
容
と
普
及
に
関
す
る
書
記
史
的
研
究　

宮
本
淳
子

（
東
京
学
芸
大
学
）130

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

坂
東
本
『
教
行
信
証
』
の
書
写
過

程
と
言
語
の
相
関
を
巡
る
基
礎
的
研
究　

赤
尾
栄
慶
（
国
際

仏
教
学
大
学
院
大
学
）
※
代
表
：
宇
都
宮
啓
吾
（
大
阪
大
谷

大
学
）1,300

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

東
ア
ジ
ア
書
教
育
史
的
視
点
か
ら

の
文
字
文
化
の
研
究
と
教
材
開
発　

代
表
：
草
津
祐
介
（
東

京
学
芸
大
学
）
分
担
：
杉
山
勇
人
（
鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大

学
部
）2,470

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

美
術
商
・
博
文
堂
の
研
究
―
中
国

書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
の
実
態　

下
田
章
平
（
相
模
女
子
大

学
）1,170

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

『
エ
ミ
ー
ル
』
関
連
手
稿
群
の
分

析
に
も
と
づ
く
ル
ソ
ー
の
道
徳
思
想
形
成
に
関
す
る
文
献
学

的
研
究　

中
村
覚
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
飯
田
賢
穂
（
筑

波
大
学
）1,040

千
円

• 

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規　

『
説
文
解
字
』
に
お
け
る
書
体
の

認
識　

山
元
宣
宏
（
宮
崎
大
学
）1,950

千
円

• 

特
別
研
究
員
奨
励
費　

継
続
（
令
和
４
～
）　

帝
国
日
本
に

お
け
る
「
植
民
地
台
湾
・
朝
鮮
書
道
史
」
の
成
立
と
そ
の
展

開
―
自
主
・
協
力
・
抵
抗　

柯
輝
煌
（
東
京
大
学
）500

千

円
＊
本
会
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、
会
員
が
研
究
分
担
者

で
、
研
究
代
表
者
が
非
会
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
※
を
付
し

て
代
表
者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の
会
員
が
関
わ
る
同

課
題
に
関
し
て
は
、
当
該
課
題
の
も
と
に
代
表
者
と
分
担
者

と
を
併
記
し
た
。
所
属
の
後
の
数
字
は
、
令
和
６
年
度
の
み

の
補
助
金
の
配
分
額
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
期
間
を
本
年
度
ま
で
延
長
し
た
課

題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
挙
げ
て
い
な
い
。
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「
と
も
に
見
る
書
画

　

 

―
愛
好
家
た
ち
の
ま
な
ざ
し
」
展

笠
原　

綺
華

　

勤
務
先
の
ふ
く
や
ま
書
道
美
術
館
で
は
、 

２
月
14
日
（
金
）
～
３
月
30
日
（
日
）
の
間
、

冬
の
所
蔵
品
展
Ⅱ
「
と
も
に
見
る
書
画
―
愛
好

家
た
ち
の
ま
な
ざ
し
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

当
館
の
所
蔵
品
は
、
福
山
市
出
身
の
書
家
・

栗
原
蘆
水
が
長
年
に
わ
た
り
蒐
集
し
た
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
根
幹
を
成
し
て
お
り
、
歴
代
の

所
有
者
や
過
眼
し
た
人
物
の
題
跋
や
箱
書
な

ど
を
伴
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
、
巌
谷
一
六
や
江
馬
天
江
、
長

尾
雨
山
ら
の
添
書
が
の
こ
る
祝
世
禄
の
草
書

軸
を
は
じ
め
、
呉
昌
碩
や
李
瑞
清
、
鄭
孝
胥

が
題
跋
を
寄
せ
た
許
友
の
書
や
、
犬
養
木
堂

旧
蔵
の
硯
や
墨
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

作
品
を
取
り
巻
く
歴
史
文
化
や
人
々
の
思
い

を
紐
解
き
な
が
ら
、
ま
る
で
作
品
を
と
も
に

見
る
よ
う
に
、
書
画
文
房
の
世
界
を
深
く
味

わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

書
の
人
文
情
報
学
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

の
可
能
性

中
村　

覚

　

私
は
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構

築
や
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
人
文
情
報
学
の

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
で
は
、
書
学
や
人
文
学
の
専
門
家
と

の
協
働
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
中
で
得
ら
れ

る
知
見
が
研
究
を
深
め
、
新
た
な
視
点
を
広

げ
る
契
機
と
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
法
帖
の
類
似
画
像
検
索
シ
ス
テ

ム
で
は
、
Ａ
Ｉ
／
機
械
学
習
や
画
像
共
有
の

た
め
の
国
際
規
格
を
活
用
し
、
書
風
の
比
較

や
臨
書
の
研
究
に
貢
献
す
る
可
能
性
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
デ
ー
タ
の
作
成
や

活
用
に
は
専
門
的
な
判
断
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
多
く
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、
学

術
研
究
や
そ
の
支
援
に
努
め
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
通
じ
て
新
た
な
可
能
性
を
探
求
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

印
譜
字
書

 
滑
田　

一
輝

　

印
の
創
作
に
際
し
印
譜
の
鑑
賞
は
欠
か
せ

な
い
。
時
に
刻
す
印
文
中
の
一
文
字
の
造
形

を
求
め
て
数
多
の
字
典
や
印
譜
を
捲
る
。
学

部
の
学
生
の
折
、
師
よ
り
小
林
斗
盦
の
印
譜

字
書
を
作
っ
た
ら
？
と
言
わ
れ
、
卒
論
の
資

料
と
し
て
印
譜
字
書
の
作
成
に
手
を
付
け
た
。

求
め
る
字
を
含
む
印
影
を
索
引
で
検
出
で
き

る
印
譜
字
書
で
あ
る
。
過
去
の
資
料
よ
り
網

羅
的
に
印
影
を
収
集
、
印
文
数
ご
と
に
コ

ピ
ー
、
親
字
ご
と
説
文
順
に
封
筒
に
入
れ
て

並
び
替
え
た
。
印
影
ご
と
の
章
法
が
確
認
で

き
る
よ
う
文
字
単
体
で
切
り
離
さ
ず
、
印
影

全
体
を
各
字
の
欄
に
掲
載
、
数
年
を
使
い
完

成
さ
せ
た
。
糊
と
ハ
サ
ミ
を
使
い
ア
ナ
ロ
グ

方
式
で
作
成
し
た
手
応
え
が
今
で
も
創
作
の

肥
や
し
に
な
っ
て
い
る
。
古
璽
や
鄧
派
関
連

の
新
し
い
資
料
の
整
理
を
し
た
い
と
思
う
今

日
こ
の
頃
で
あ
る
。

「
黄
道
周
記
念
館
」
を
訪
ね
て

万　

恬
甜

　

昨
年
帰
国
の
際
に
、
福
建
省
漳
浦
県
に
所

在
す
る
「
黄
道
周
記
念
館
」
を
訪
ね
た
。「
黄

道
周
記
念
館
」
は
、
曽
て
「
黄
道
周
講
学
処
」

の
「
明
誠
堂
」
の
旧
跡
で
、
館
内
に
立
て
ら

れ
た
「
天
方
盤
」
は
名
高
い
。
故
杉
村
邦
彦

先
生
も
昭
和
63
年
に
「
黄
道
周
記
念
館
」
を

訪
れ
た
見
聞
を
記
し
た
「
福
建
に
黄
道
周
の

遺
跡
を
訪
ね
て
」
の
一
文
が
あ
る
。
黄
道
周

の
多
く
の
書
作
は
こ
こ
で
制
作
さ
れ
、「
書

於
天
方
堂
中
」
と
落
款
に
記
し
た
。
８
月
、

読
売
新
聞
社
、
読
売
書
法
会
が
主
催
す
る
特

別
展
示
「
名
品
で
た
ど
る
文
字
文
化
、
書
の

歴
史
」
で
、
２
点
の
黄
道
周
の
書
蹟
が
展
示

さ
れ
た
。
書
蹟
の
前
に
立
ち
、
彼
が
揮
毫
し

た
時
の
情
景
を
想
像
し
な
が
ら
、
遠
く
福
建

で
の
足
跡
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、「
一
瞬
の

古
人
と
の
対
話
で
あ
ろ
う
か
」
と
感
慨
深
く

な
っ
た
。

談
話
室

◆
17
年
ぶ
り
に
黒
川
古
文
化
研
究
所
を
訪
れ
ま
し

た
。
書
道
全
集
掲
載
の
「
王
澍
臨
米
芾
蜀
素
帖
」

を
初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
同

一
法
帖
を
臨
書
し
た
梁
巘
の
作
品
を
並
べ
て
展
示

す
る
な
ど
、
玄
人
好
み
の
展
示
で
し
た
。
な
か
で

も
ま
さ
に
逸
話
通
り
の
極
小
の
翁
方
綱
の
蝿
縄
書

に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。 

（
髙
橋
佑
太
）

◆
毎
年
12
月
に
な
る
と
書
道
部
の
学
生
に
年
賀
状

の
書
き
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
た
だ
練
習
す
る

だ
け
で
は
物
足
り
な
い
と
、
所
蔵
す
る
昭
和
期
に

活
躍
し
た
書
家
の
葉
書
を
持
参
し
ま
し
た
。
書
が

実
用
の
延
長
線
上
に
あ
る
芸
術
で
あ
る
こ
と
を
再

確
認
す
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
藤
森
大
雅
）

◆
記
念
講
演
の
文
字
起
こ
し
を
担
当
し
て
い
る
最

中
、
澤
田
先
生
の
こ
う
い
っ
た
話
が
来
年
度
か
ら

大
学
で
聞
け
な
い
の
だ
と
思
う
と
寂
し
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
大
学
生
活
の
中
で
間
違
い

な
く
一
番
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
。
先
生
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
大
切
に
今
後
も
研
鑽
に
励
み
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
村
田　

萌
）

◆
千
葉
県
の
高
校
書
道
部
会
と
書
写
部
会
と
の
合

同
研
修
会
で
、
近
現
代
の
千
葉
県
の
書
写
書
道
教

育
に
つ
い
て
考
え
直
す
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
学

校
教
育
と
社
会
教
育
と
が
交
差
す
る
場
は
、
豊
か

な
地
域
性
と
伝
統
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
改
め
て
理
解
で
き
ま
し
た
。 

（
髙
橋
利
郎
）

編　

集　
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記


